




























ったことも相まって，青森県西部に記録的な強風（~ 35 m s-1）を引き起こした。また
東北地方の山岳を除去した感度実験では，東北地方の山岳が存在しなくても寒冷前線や
逆転層は再現されたので，これらは山岳の有無とは無関係といえた。しかし，山岳が存
在しない場合には風速は約 30 m s-1と弱くなった。これから，強風事例に関しては劇的
な違いはなかったが，山岳の存在によってより強い風が発現したことが明らかになった
。 
 豪雨事例について，他の研究結果も使って，山岳の有無に対する大気擾乱へのインパ
クトの一般化を試みた。その結果，対象とする豪雨のスケールと比べて，山岳の水平ス
ケールが大きいほど，そして山岳の高度が高いほど，大気擾乱へのインパクトは大きく
なることが示唆された。しかしながら，それは定性的な議論であって，さらなる事例研
究を行って今後定量化する必要がある。 
 
 
